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Thepresentstudy wasp！anned to determine the contentofcarbohydfateaSOneOfthe  

plnCipalcomponentsresponsibleforthetasteofbabyclam・   

Analysesofcarbohydratewere madebyion－eXChagecolumnchromatographyusingDowex  

50W－Ⅹ4，AmberbteIR－450n thehydrolysatesofl々′1ertL♪issemidecusata・  

The results are summarizedinTableTand showed that the contentofglucose，glucosamine  

inthehydrolysatesofclam meat，freeglucoseand glycogencontentinthe meatwere9．7％．  

0．19％，1．23％，and5．5％respectively・   

且顎の成分についてほ以前から多くの人々によって研究されているが，アサハこついてほ比較的  

少く，馬場氏l｝，その他鈴木氏2■，江長氏輿等によるものを数えることができる程度である・しかし  

これらの人々ほグリコーゲンについて研究するものが多く，他の糖類についてほ殆んど研究がなさ  

れていない．そこで私達ほ今回アサリの糖類についてイオン交換樹脂，ベーパークロマトグラフィ  

ーを同いて検索したので以下にその結果を報告する．  

実  験  方  法   

試料：市販アサリ（伊勢湾産9月採取）の穀巾約3cmのものから次の方法でムキ身を諏製して実  

験試料とした．即ちムキ身の謂製にほ従来手でこじ開けるか，扱をこわすかによって調製していた  

が，これでほ非常に非能率的であるので種々研究の祭具一50cにアサリを凍結させ2mm巷開口す  

るところをムキ身に調製した．  

分  析  方  法   

i）中性糖の定性および定豊   

中性薦の分別にほN．R．Jones4）の方法を用いた．即ち試料50gを三角フラスコに取り 4N－HC1   

200mJを加え15時間逆流冷却の下に加水分解し㌍過後，㌍液を陽イオン交換樹脂Dowex鮒W－Ⅹ4  
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（200－400メッVユ4×30cm）に通し．通過液を弱陰イオン交換樹脂Amber】iteIR－45（50、100   

メッシュ4×30cm）に通す．通過液を40つCで減圧の下に濃蒸し，その濃縮物をn－ブタノール：   

ヒリジン：水（6：4：台Ⅴ／V）を溶媒として上昇法により室温で15時間二重展開のペーパー クロ   

マトグラフィーを行ない，風乾後アニリソフタール酸を噴霧して1000clO分間加熱発色させて同   

定した．   

定量ほ試料1gを三角フラスコに取り4N－HCllOmJ加え逆流冷却の下に15時間加水分解して，   

Dowex50w－Ⅹ4（lX25cm），AmberliteIRT45（1X25cm）の両横脂に通し，通過液を一定量   

してSomogyi5）法で定量した．   

なお遊鞋の中性楯の定性，定量には試料100gをホモジナイズして，50％エチルアルコール300mJ   

を加えて30分間摂浸して紆過し，残波にほさらに50％エチルアルコール300mJを加え30分間撮密   

L㌍過する．残蔭ほさらにもう一度この操作をくり返し，㌍液をdOこc以下で嶽圧汲節し，上記   

の方法で定性．定量した．   

ii）塩基性塘の定性及び定量   

塩基性籍の分別にはBoas6Jの方法を用いた，即ち中世糖の実験においてDoⅥ，eX50Ⅵ▼－Ⅹ4に吸着   

したものを0．3N」壬Clで溶出して，その溶出液を400cで減圧の下に濃縮し，次の両法を用いて   

同定した．   

まず第1にKent7）のDNP化法：濃縮物2mg程度を1％ NaHCO3溶液1m［にとかし，2：  

i－Dinitrofluorobenzeneの5％（V／V）エタノール溶液1mlを加えて室温で48時間額親し，この   

反応液の適当量をそのまま㌍紋につけn－ブタノール：エタノール：水（4：1：5v／V）を溶媒と   

して8時間下降法でペーパークロマトグラフィーを行ない同定した．   

第2の方法ほGardeuetal8一のニンヒドリソ分鮮によるぺ＞／トース化法で，濃鋳物を少し過剰の   

ニンヒドリン溶液と混ぜて毛細管に封じ込み，100＝cで印分間加熱する．加熱後，管中の溶液を   

そのまま㌍故につけてn－ブタノール：エタノールニ水（4二11V／v）を溶媒としてペーパーク   

ロマトグラフィーを行ない．・展開後，鼠乾し㌍紀を硝酸銀溶液にす早やくつける．その後乾燥し   

て0．5Nカセイソーダー溶液を吹きつけ検勘同定した．   

定量ほ中性轄の定量に用いたDowe干50w－Ⅹ4（1×25cm）に吸着したものを0．3N－HClにて溶出   

し，塩酸を充分とばして一定量にし，EIson－Morgan9∵法で定量した．なお遊乾の塩基性魔の塩   

鮭，定量には遊離の中性糖の実験においてDαWeX50w－Ⅹ4に吸着したものを0．3N－HClで溶喧   

して，溶出液を減圧濃縮し上記の方法で定性，定景を行なった．   

iii）酸性賛の定性   

酸性糖の分別にほⅩhymlO：等の方法を使用した．即ち中性糖の実験においてAmberliteⅢし45に   

吸着しているものを0．15M酪酸にて溶出し，その溶出液をdOOcで減圧の下に濃縮してその適当   

量をベーパー につけ，アセトン：n－ブタノール 水（7：5：2v／V）を洛媒とじてぺ－パークロ   

マトグラフィーを行なった．展開後風乾してアニリンフタール転，あるいほアニリン：トリタロ   

ル酪酸：酷穀エチノレを吹きつけ1000clO分間乾燥して検出同定した．  
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また第2の方法として試料50gに4N－HC1200mL加え1000c15時間加水分解してからDowex50w 

－Ⅹ4（4×30cm）に通し，通過液を酢酸塩型のDowex－1（200～400メッVユ，4×30cm）に通し   

て水洗痙0．15M醸鼓にて溶出し，溶出液を400c液圧の下に濃縮して同じ方法でぺ－バークロマ   

トグラフィーを行ない検出同定した．  

iY）グリコーゲンの定量Ilt   

グリコーゲソほPfl色gerの方法によってせ量した．即ち試料25gに20％苛性カタ溶液50mJを加え  

1000c2時間加熱分解する．その後95％エチルアルコールで沈澱を作り，この沈澱物を軒別して   

60％エチルアルコールで充分洗った後熱湯に溶解する．次いで95％エチルアルコールで再結し，   

エチルアルコールで充分洗礁後2．2％の塩酸濃度になるように塩酸を加え1008c3時間加熱分解   

して冷却後中和し，一定罷としてSo皿喝yi5）法によって定量した．  

実験結果お よび考察  

定性試敦の結果は次の通りである．   

中性籍ほグルコースのみ，塩基性糖ほグルコナミンのみを検出したが，酸性糖ほ検出できなかっ  

た．   

また，遊離憶としては中性縫のグルコースのみを鎮出した．   

次に定量した薦果を表示すると次の通りである．  

Tab）elCユrbohydrate content jn the hydrolysates of baby  

ClaInlneat．free glucose and glycogenin the meat  

（per ce11t．illdry matter）  

Per cent．in bydrol）－sates  Per cent．in meat  

glcose  glucosamine acid sugar  glucose l glycogen  

9．7  0．19  0  Ⅰ．空る  

、以上の結果9月に採ったアサリにlまグリコーケンが5．3％あった．一方加水分解によって定量す  

ることのできた中性籍は9．7％であり，遊祭の中性糖は1．23％であった．   

一方塩基性陪のグルコナミンの含量ほ少なく，僅か0．15％である．とれほ遊離型としてでほなく  

恐らく糖蛋白の如き結合型として含まれているものと思われる．なおアサリには敵性楷を全然認め  

なかったが，これがアサタの常の姿であるか否かほ将来に残された問題である．  

要  約   

生アサリl′初gr〃〆5gg乃7JdgcJ（gαね．かgざゐ叩β5の魔顆について研究し，以下の如き結果を得た．  

1）糖類としてグリコーゲンの他にグルコース，グルコサミンを検出したが，乾性糖ほ検出しなか   

った．  

2）各轄の含有最ほ肉の水解物中にグルコースが9．7％，グルコナミンが0．19％あった．遊祭の粁  
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ほグルコースが1．23％であった．なおグリコーゲンほ5．3洛あった．  

本研究忙有益な御助言ならびに衡校閲をいただいた東北大学農学部水産化学教室土星靖彦教授に  

深く感謝いたします．  

参  考  文  献  

1）馬場春夫：栄養学姥誌，12，59（1954）   

2）鈴木友三：薬学雑誌，7l，195．201．引6（Ⅰ951）   

3）江長至謹：水産製，3．1－6（ほ34）   

4＝on飴，R．N・：Biocbem・Jり68，704（1958）   

5）Scmogyi，M．：）．Biol・Chem・．125，399（1938）   

6）Norman，F．鮎as：J．B10l，Chemり304．553（1953）   

7）Ⅹent．W．P．，Lawson，J．G．alld Senior，F．：ScierlCe，7G．4897し柑5LI）   

8）Gardell，S．，He・jkenskj61d，F．and Roch・Norlund†A．：Acta．Ctem・Scand．，J，970（Ⅰ95O）   

9）EIson，L．A．and Morgan，W．T・J■．：Biochem・J・∴打，＝肥7（J933）  

10）Khym．）．X．and Dohefty，D．G．，：J．Am Ghem．Soc，74，3199（1952）   

‖）大鹿幸吉，佐々木衛．重鎮健吾：水産化学実験法，P285丸着（19さ0）  

一 50 －   


